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医
療
機
関
等
で
健
康
保
険
を

使
っ
た
際
の
自
己
負
担
額（
月
額
）

は
、
加
入
者
の
年
齢
や
所
得
水
準

に
よ
っ
て
上
限
が
決
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

こ
れ
を
「
自
己
負
担
限
度
額
」

と
い
い
、
超
過
し
た
分
で
被
保
険

者
に
給
付
さ
れ
る
も
の
を
「
高
額

療
養
費
」
と
い
い
ま
す
。

　

こ
の
「
自
己
負
担
限
度
額
」
で
、

70
歳
未
満
の
方
に
適
用
さ
れ
る

所
得
区
分
が
、
平
成
27
年
１
月
か

ら
、
下
表
の
と
お
り
細
分
化
さ
れ

ま
す
。

　

な
お
、
70
歳
〜
74
歳
の
方
は
、

今
回
の
所
得
区
分
変
更
の
対
象
で

は
な
い
た
め
、
現
行
の
限
度
額
が

引
き
続
き
適
用
さ
れ
ま
す
。

【
認
定
証
の
更
新
】

　

70
歳
未
満
の
国
保
被
保
険
者

で
、
申
請
に
よ
り
「
限
度
額
認
定

証
（
区
分
Ａ
・
Ｂ
）」
ま
た
は
「
限

度
額
・
減
額
認
定
証
（
区
分
Ｃ
）」

を
取
得
し
て
い
る
方
は
、
認
定
証

の
有
効
期
限
が
原
則
平
成
26
年
12

月
31
日
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

区
分
を
変
更
し
た
新
し
い
認

定
証
は
、
国
保
世
帯
主
宛
に
郵
送

し
ま
す
の
で
、
再
度
申
請
を
行
う

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
70
歳
〜
74
歳
の
方
は
、
所
得
区

分
に
変
更
が
な
い
た
め
、
認
定
証

の
更
新
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
せ

ん
。（
交
付
済
の
認
定
証
の
有
効

期
限
は
、
原
則
平
成
27
年
７
月
31

日
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。）

区　分 所得要件 負担限度額（月額）
過去 12 か月以内で 1～ 3回 4回以降

Ａ（上位） 旧ただし書き所得（※）
600 万円超 150,000 円＋（総医療費－ 500,000 円）×1％ 83,400 円

Ｂ（一般） 旧ただし書き所得
600 万円以下（Ｃを除く）   80,100 円＋（総医療費－ 267,000 円）×1％ 44,400 円

Ｃ（非課税） 住民税非課税 35,400 円 24,600 円

区　分 所得要件 負担限度額（月額）
過去 12 か月以内で 1～ 3回 4回以降

ア 旧ただし書き所得
901 万円超 252,600 円＋（総医療費－ 842,000 円）×1％ 140,100 円

イ 旧ただし書き所得
600 万円超～ 901 万円 167,400 円＋（総医療費－ 558,000 円）×1％ 93,000 円

ウ 旧ただし書き所得
210 万円超～ 600 万円   80,100 円＋（総医療費－ 267,000 円）×1％ 44,400 円

エ 旧ただし書き所得
210 万円以下（オを除く） 57,600 円 44,400 円

オ 住民税非課税 35,400 円 24,600 円

70 歳未満の被保険者の限度額 ※ 70～ 74 歳の方は変更なし【平成 26 年 12 月まで】

【平成 27 年 1月から】

※『旧ただし書き所得』（国保税の算定基礎となる所得）＝総所得金額等から基礎控除額を差し引いた額

平
成
27
年
１
月
か
ら

70
歳
未
満
の
方
の
自
己
負
担
限
度
額
が
変
わ
り
ま
す

国
民
健
康
保
険　

被
保
険
者
の
皆
様
へ

■
問
い
合
わ
せ
先

　

市
役
所
健
康
保
険
課
国
民
健
康
保
険
係

　

℡
２
２
‐
１
１
１
１
内
線
３
１
１
・
３
１
２

市民総参加による道路清掃のお知らせ
【日時】12月 21 日（日）9～ 10 時　※雨天中止（防災行政無線で連絡します。）
【場所】周辺道路（集落単位でお願いします。）
※中学生以下は、保護者同伴か地域育成会単位での参加をお願いします。
※詳細は、各行政連絡員、地域活性化推進員にご確認ください。

■問い合わせ先　市役所市民生活課環境係　℡ 22‐1111 内線 303・304

しますすすすすすすすすす。。。。。。。。。）



西
之
表
市
の
台
所
事
情

　

市
で
は
、
11
月
１
日
付
け
で
平
成
26
年
４
月
１
日
か
ら
９
月
30
日
ま

で
の
『
西
之
表
市
財
政
事
情
』
を
公
表
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
皆
様
に
納

め
て
い
た
だ
い
た
税
金
や
地
方
交
付
税
、
国 

・ 

県
の
補
助
金
等
が
ど
の

よ
う
に
使
わ
れ
て
い
る
か
を
地
方
自
治
法
の
規
定
に
基
づ
き
毎
年
５
月

と
11
月
の
２
回
公
表
す
る
も
の
で
す
。

　

平
成
25
年
度
の
一
般
会
計
決
算
額
は
、
歳
入
９
６
億
６
千
９
５
８
万
円
、
歳
出
９
１
億
４
５
１
万
５
千
円

で
、
こ
の
う
ち
翌
年
度
に
繰
り
越
す
べ
き
財
源
３
億
６
千
１
０
２
万
４
千
円
を
差
し
引
い
た
実
質
収
支
額
は
、

２
億
４
０
４
万
１
千
円
の
黒
字
と
な
り
ま
し
た
。
前
年
度
に
比
べ
、歳
入
・
歳
出
決
算
額
と
も
に
減
少
し
ま
し
た
。

そ
の
主
な
要
因
は
、
汚
泥
再
生
処
理
セ
ン
タ
ー
整
備
事
業
本
工
事
費
が
逓
次
繰
越
さ
れ
た
た
め
で
す
。

　　

市
で
は
新
行
財
政
改
革
大
綱
の
も
と
、
今
後
も
引
き
続
き
機
構
改
革
や
事
務
・
事
業
の
見
直
し
を
進
め
ま
す

が
、
少
子
高
齢
化
社
会
に
よ
る
社
会
保
障
経
費
（
扶
助
費
）
な
ど
が
ま
す
ま
す
増
え
る
こ
と
が
容
易
に
予
想
さ

れ
る
こ
と
に
加
え
、
種
子
島
清
掃
セ
ン
タ
ー
建
設
費
に
係
る
公
債
費
（
元
利
償
還
金
）
や
平
成
27
年
度
ま
で
の

継
続
事
業
で
あ
る
汚
泥
再
生
処
理
セ
ン
タ
ー
整
備
事
業
に
伴
う
建
設
費
な
ど
、
多
く
の
お
金
が
必
要
に
な
り
ま

す
。

　

市
民
の
皆
様
に
納
め
て
い
た
だ
く
貴
重
な
税
金
で
す
の
で
、
更
な
る
財
政
の
健
全
化
に
向
け
、
長
期
振
興
計

画
後
期
計
画
と
連
動
し
た
中
長
期
的
な
財
政
計
画
を
策
定
し
諸
施
策
に
取
り
組
み
ま
す
。

Ⅰ　平成 26 年度一般会計予算の状況
　　（9月補正後）

民生費
3,389,584
33.5％

総務費
1,461,983
14.4％

公債費
1,106,687
10.9％

衛生費
1,559,666
15.4％

教育費
722,537
7.1％

農林水産業費
720,791
7.1％

その他
1,174,557
11.6％

地方交付税
4,071,705
40.2％

市税
1,361,990
13.4％

国庫支出金
1,526,405
15.1％

市債
1,275,256
12.5％

県支出金
796,501
7.9％

その他
935,529
9.2％

諸収入
168,419
1.7％

歳入（内側）
歳出（外側）
10,135,805 千円

区　分 平成 26 年度
予算額 執行額 執行率

一　般　会　計 10,135,805 3,622,080 35.7
　
特
別
会
計
　

簡　易　水　道 203,500 32,184 15.8
国民健康保険 2,641,632 1,145,203 43.4
交通災害共済事業 2,836 219 7.7
地方卸売市場 555 29 5.2
介　護　保　険 1,973,565 827,186 41.9

後期高齢者医療保険 217,565 56,937 26.2
計 5,039,653 2,061,758 40.9

合　計 15,175,458 5,683,838 37.5
一般会計（繰越分） 916,938 245,491 26.8
合　計（繰越分を含む） 16,092,396 5,929,329 36.8

地方交付税の内訳　（千円）
普通交付税：3,571,311

特別交付税：    500,394

市税の内訳　（千円）
市民税　　：550,415

固定資産税：598,607

軽自動車税：   52,735

市たばこ税：135,940

都市計画税：   24,293

■
問
い
合
わ
せ
先

　

市
役
所
行
政
経
営
課
財
政
係

　

℡
２
２
‐
１
１
１
１
内
線
２
１
０
・
２
８
０

各会計別予算の執行状況
　　　　　　　（平成 26 年 9月末現在）

（千円）

（千円）



【歳出（目的別）分析】
①民生費は、対前年度比＋ 118,433 千円（＋ 4.1％）となりました。
主な要因は、繰出金として国保特会への法定外分及び貸付金として地
域総合整備資金等が増加となったことによるものです。
②総務費は、対前年度比＋ 47,598 千円（＋ 2.6％）となりました。主
な要因は、物件費のうち電算システム移行に係る経費及び基金積立が
増加したことによるものです。
③公債費は、対前年度比△ 208,452 千円（△ 15.1％）となりました。
主な要因は、過去の借入金返済終了及び任意の繰上償還によるもので
す。
④教育費は、対前年度比△ 340,115 千円（△ 30.1％）となりました。
主な要因は、平成 24 年度事業で翌年度に繰り越しとなった伊関小学
校改築事業が終了したことによるものです。
⑤衛生費は、対前年度比△ 246,807 千円（△ 27.7％）となりました。
主な要因は、汚泥再生処理センター整備事業費が逓次繰越されたため
です。
⑥農林水産業費は、対前年度比△ 72,056 千円（△ 10.2％）となりました。主な要因は、離島の流通活性化事業及
びかごしま園芸産地整備事業の終了によるものです。
⑦その他経費のうち、消防費が対前年度比＋ 23,983 千円（＋ 6.4％）となっています。これは消防救急無線デジ
タル化事業や消防ポンプ車購入事業、防火水槽設置事業などに伴うものです。
⑧人件費（地方財政状況調査）は、対前年度比△ 302,295 千円（△ 14.7％）となりました。

Ⅱ　平成 25 年度一般会計決算の状況

【歳入決算額：9,669,580 千円】

【歳出決算額：9,104,515 千円】

【歳入分析】
①地方交付税は、対前年比△79,338千円（△1.8％）となりました。内訳は、
普通交付税 3,697,924 千円（3年連続マイナス）、特別交付税 528,057 千
円（2年連続マイナス）です。
②市税は、対前年度比＋ 20,706 千円（＋ 1.5％）となりました。内訳は、
市民税 566,083 千円、固定資産税 600,671 千円、軽自動車税 51,981 千円、
市たばこ税 139,222 千円、都市計画税24,663 千円です。増となった主な
要因は、市たばこ税が平成 25年 4月 1日より県から市へ一部税源移譲さ
れたことによるものです。
③国庫支出金は、対前年度比＋202,486 千円（＋ 14.5％）となりました。
主な要因は、汚泥再生処理センター整備事業に伴う循環型社会形成推進交
付金によるものです。
④県支出金は、対前年度比＋ 25,422 千円（＋ 3.5％）となりました。障
害者自立支援給付事業等によるものです。
⑤市債は、対前年度比△ 325,253 千円（△ 33.2％）となりました。汚泥
再生処理センター整備事業が逓次繰越となったためです。
⑥諸収入は、対前年度比＋ 8,295 千円（＋ 3.9％）となりました。種子島地区広域事務組合清算返納金等によるものです。

農林水産業費
634,537
7.0％

民生費
3,024,186
33.2％

総務費
1,862,858
20.4％

公債費
1,169,635
12.8％

教育費
788,807
8.7％

衛生費
643,826
7.1％

その他
980,666
10.8％

（千円）

地方交付税
4,225,981
43.7％

県支出金
741,631
7.7％

市債
654,571
6.8％

諸収入
220,265
2.3％

その他
845,082
8.7％

（千円）

市税
1,382,620
14.3％

国庫支出金
1,599,430
16.5％



区　分 平成 25 年度決算額 翌年度へ繰越
すべき財源 実質収支歳入 歳出 差引

一　般　会　計 9,669,580 9,104,515 565,065 361,024 204,041
　
特
別
会
計
　

簡　易　水　道 142,914 141,760 1,154 0 1,154
国民健康保険 2,666,232 2,634,699 31,533 0 31,533

交通災害共済事業 2,797 2,731 66 0 66
地方卸売市場 532 477 55 0 55
介　護　保　険 1,920,600 1,919,372 1,228 0 1,228
後期高齢者医療保険 194,499 193,270 1,229 0 1,229

計 4,927,574 4,892,309 35,265 0 35,265
合　計 14,597,154 13,996,824 600,330 361,024 239,306
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【単位：百万円（地方債残高）】【単位：百万円（地方債発行額・公債費）】

平成 22 年度 平成 23 年度 平成 24 年度 平成 25 年度

【分析】　 
　地方債発行（借入金）の抑制や繰上償還（返済）等により、地方債の残高は平成13年度の 175 億円をピーク
に毎年減少し、平成 25年度末には 99.6 億円になり一定の目標値をクリアすることができました。平成13年度
比では約 76億円（43％）の縮減を図っています。 　
　発行額は、平成 11年度から平成 16年度までは災害復旧事業や大型建設事業を実施した結果、年間 10億円を
超えましたが、平成17年度からの行財政改革により財政健全化を重点的に取り組んだことで、概ね 7億円から
8億円の発行となりました。（※平成 26年度から平成 27年度までは汚泥再生処理センター整備事業により発行
額の増加が見込まれます。） 　
　公債費（元利償還金）は、平成 21年度から平成 24年度まで繰上償還を実施したこともあり、平成 15年度の
21億円をピークに毎年減少しています。 

地方債発行額

公債費
（元利償還金）

地方債残高

各会計別の決算状況

地方債発行額及び残高、公債費（元利償還金）の推移

【単位：千円】



　

障
害
の
あ
る
方
が
次
の
３
つ
の

要
件
を
す
べ
て
満
た
し
て
い
る
場

合
は
、
国
民
年
金
・
厚
生
年
金
保

険
の
障
害
基
礎
年
金
や
障
害
厚
生

年
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

１
年
金
制
度
加
入
中
に
初
診
日
が

　

あ
る
こ
と

２
一
定
の
障
害
の
状
態
に
あ
る
こ
と

３
保
険
料
納
付
要
件
を
満
た
し
て

　

い
る
こ
と

※
初
診
日
と
は
、
障
害
の
原
因
と

な
っ
た
病
気
で
初
め
て
病
院
を
受

診
し
た
日

　

初
診
日
に
加
入
し
て
い
た
公
的

年
金
に
よ
っ
て
障
害
年
金
の
種
類

が
異
な
り
ま
す
。

●　

国
民
年
金
の
被
保
険
者

　
　
　
　
　

↓
障
害
基
礎
年
金

●　

厚
生
年
金
の
被
保
険
者

　
　
　
　
　

↓
障
害
厚
生
年
金

※
初
診
日
が
20
歳
前
又
は
60
歳
か

ら
65
歳
ま
で
の
年
金
未
加
入
期
間

中
の
方
は
障
害
基
礎
年
金
の
対
象

と
な
り
ま
す
。

　

障
害
年
金
が
支
給
さ
れ
る
「
障

害
の
程
度
」
と
は

障
害
基
礎
年
金
の
場
合

　

次
の
時
点
で
障
害
の
程
度
が
１

級
、
２
級
の
い
ず
れ
か
に
該
当
し

て
い
る
場
合

●　

初
診
日
が
20
歳
前
の
方
は
20
歳

に
達
し
た
時
点

●　

初
診
日
が
20
歳
以
降
の
方
は
障

害
認
定
日

※
障
害
認
定
日
と
は
、
初
診
日
か

ら
１
年
６
ヶ
月
た
っ
た
日
、
あ
る

い
は
、
１
年
６
ヶ
月
た
た
な
い
間

に
傷
病
が
治
っ
た
（
症
状
が
固
定

し
た
）
日

障
害
厚
生
年
金
の
場
合

　

障
害
認
定
日
時
点
で
、
障
害
の

程
度
が
１
級
〜
３
級
の
い
ず
れ
か

に
該
当
し
て
い
る
場
合

年
金
額
に
つ
い
て

●　

障
害
基
礎
年
金
の
年
金
額

一
級
障
害　

九
六
六
、〇
〇
〇
円

二
級
障
害　

七
七
二
、八
〇
〇
円

　
（
年
金
額
は
平
成
26
年
度
の
額
）

●　

障
害
厚
生
年
金
の
年
金
額

　

厚
生
年
金
期
間
加
入
中
の
報
酬

額
と
加
入
期
間
で
算
出
さ
れ
ま
す
。

※
配
偶
者
や
子
ど
も
が
い
る
と
き

は
、
こ
れ
ら
の
金
額
に
一
定
額
が

加
算
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

障
害
年
金
を
受
け
る
に
は
本
人

ま
た
は
ご
家
族
に
よ
る
年
金
の
請

求
手
続
き
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

【
手
続
き
先
】

●　

障
害
基
礎
年
金
（
国
民
年
金
加

入
期
間
、
20
歳
前
障
害
等
の
方
）

　

↓
市
役
所
国
民
年
金
係

●　

障
害
厚
生
年
金

　

↓
年
金
事
務
所
（
出
張
年
金
相

談
会
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
）

※
出
張
年
金
相
談
会
は
毎
月
開

催
さ
れ
ま
す
。
お
問
い
合
わ
せ

は
、
国
民
年
金
係
ま
で
。

【
ご
注
意
く
だ
さ
い
】

　
「
障
害
者
手
帳
の
障
害
等
級
」

と
「
国
民
年
金
・
厚
生
年
金
保

険
障
害
等
級
」
は
、
判
断
基
準

が
異
な
る
た
め
、
手
帳
の
交
付

を
受
け
て
も
障
害
年
金
は
受
け

ら
れ
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

障害の程度について

【１級】
　他人の介助を受けなければ日常生活のことがほと

んどできないほどの障害の状態です。

　身の回りのことはかろうじてできるものの、それ

以上の活動はできない方（又は行うことを制限され

ている方）、入院や在宅介護を必要とし、活動の範

囲がベッドの周囲にかぎられるような方が１級に相

当します。

【2級】
　必ずしも他人の助けを借りる必要はなくても、日

常生活は極めて困難で、労働によって収入を得るこ

とができないほどの障害の状態です。

　例えば、家庭内で軽食をつくるなどの軽い活動は

できても、それ以上の重い活動はできない方（又は

行うことを制限されている方）、入院や在宅で活動

の範囲が病院内・家屋内に限られるような方が 2級

に相当します。

【3級】
　労働が著しい制限を受ける方、又は労働に制限を

加えることを必要とするほどの障害の状態です。

　日常生活にはほとんど支障はないが、労働につい

ては制限があるような方が 3級に相当します。

障害年金をご存知ですか？

■問い合わせ先
　市役所市民生活課　国民年金係
　℡ 22‐1111 内線 308



西
之
表
市
防
犯
カ
メ
ラ
設
置
及
び

　
　
　

運
用
に
関
す
る
指
針
を
作
成
し
ま
し
た

　

県
内
で
は
、
近
年
の
犯
罪
の
増
加
や
不
安
感
の
増
大
に
伴
い
、
防
犯

対
策
の
一
環
と
し
て
、
商
店
街
を
中
心
に
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
が
進
ん

で
い
ま
す
。

　

一
般
に
防
犯
カ
メ
ラ
は
、
犯
罪
被
害
の
未
然
防
止
、
犯
罪
の
予
防
等

の
有
用
性
が
認
め
ら
れ
て
お
り
、
今
後
、
市
内
に
お
い
て
も
公
共
の
場

所
に
向
け
ら
れ
て
防
犯
カ
メ
ラ
が
設
置
さ
れ
て
い
く
こ
と
が
予
想
さ
れ

ま
す
。

　

一
方
で
、
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
及
び
運
用
に
つ
い
て
は
、
カ
メ
ラ
設

置
者
の
自
主
性
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
り
、
市
民
等
の
プ

ラ
イ
バ
シ
ー
が
侵
害
さ
れ
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
今
回
、
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
等
に
関
し
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

保
護
の
観
点
か
ら
「
西
之
表
市
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
及
び
運
用
に
関
す

る
指
針
」
を
作
成
し
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

市
で
は
、
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
及
び
運
用
の
適
正
化
を
促
進
し
て
い

く
た
め
、
事
業
者
等
の
皆
様
に
は
適
切
な
管
理
を
お
願
い
し
、
市
民
の

皆
様
に
は
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
内
容

１　

目
的　

２　

基
本
的
な
考
え
方

３　

定
義　

４　

設
置
の
目
的

５　

適
正
な
設
置
及
び
運
用　

６　

防
犯
カ
メ
ラ
設
置
の
明
示

７　

管
理
体
制　

８　

画
像
の
取
扱

※
詳
細
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
、
ご
確
認
で
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

市
役
所
総
務
課
防
災
安
全
係　

℡
２
２
‐
１
１
１
１
内
線
２
０
６

年末年始のごみの収集・ごみの持ち込み・し尿のくみ取りについて

ごみの収集は、1月 1日（木）～ 4日（日）まで休業します。（12月 31 日（水）まで収集します。）休業中に
ごみステーションにごみを出さないようにお願い致します。
　また、年末の大掃除などで出る多量のごみについては、種子島清掃センター等に直接持ち込んでください。
　年末年始の受入れ時間は、下記の通りです。通常と異なりますのでご注意ください。

　　　～ 12/30（火） 12/31（水） 1/1（木）～ 1/4（日）

種子島清掃センター
℡ 28‐3310　有料

日　　　休み
月～土　8:30 ～ 17:00
※12/21（日）はボランティ
ア清掃ごみのみ受け入れます。

8:30 ～ 14:00 休み

種子島クリーン産業
℡ 23‐5005　無料

日      休み
月～土    9:00 ～ 12:00
　　　  13:00 ～ 17:00

9:00 ～ 11:00 休み

旧牧之峯不燃物埋立地
無料

日　　     9:00 ～ 11:30
　　   　13:00 ～ 17:00
月～土   13:00 ～ 17:00

9:00 ～ 11:30 　1/1 ～ 1/3…休み
　1/4( 日 )…通常通り

　年末は、し尿のくみ取り依頼が集中するため、ご希望の日に出来ないことがあります。また、12 月 10 日（水）
までに申し込みいただかないと、1月 5日（月）からのくみ取りになる場合があります。
　ご迷惑をお掛けいたしますが、年末年始に向けた計画的な申し込みをお願いします。
■し尿くみ取り申込先
　西之表清掃社　℡ 22‐1620（土曜日と祝日は午前中のみ営業、日曜日は休み。）

●し尿のくみ取りについて



受け継がれる文化　心のままに今をいける

プレ国民文化祭『いけばな展』開催

　

11
月
１
・
２
日
に
行
わ
れ
た
第

43
回
西
之
表
市
民
文
化
祭
に
合
わ

せ
、今
年
は
プ
レ
国
民
文
化
祭『
い

け
ば
な
展
』
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

来
年
の
10
月
31
日
〜
11
月
15
日

に
鹿
児
島
県
で
開
催
さ
れ
る
第

30
回
国
民
文
化
祭
・
か
ご
し
ま

２
０
１
５
で
、西
之
表
市
で
は『
華

道
の
祭
典
IN
種
子
島
』
が
行
わ
れ

ま
す
。
今
回
は
、
そ
の
プ
レ
イ
ベ

ン
ト
と
し
て
鹿
児
島
県
連
合
華
道

会
の
方
々
が
来
島
し
、
い
く
つ
か

の
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
ず
、「
い
け
ば
な
展
」。
市
民

会
館
で
は
、
鹿
児
島
県
連
合
華
道

会
（
17
流
派
）
の
作
品
が
展
示
さ

れ
、
来
館
者
を
華
や
か
に
出
迎
え

て
い
ま
し
た
。
他
に
も
保
健
セ
ン

タ
ー
す
こ
や
か
会
場
で
は
島
内
の

３
団
体
の
作
品
が
、
鉄
砲
館
会
場

で
は
寿
大
学
い
け
ば
な
ク
ラ
ブ
の

作
品
が
、
そ
れ
ぞ
れ
展
示
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
月
窓
亭
で
は
、
い

け
ば
な
の
他
に
も
庭
に
黒
潮
を

市民会館で展示されてい
た『鹿児島県連合華道会』
の 17 流派の展示作品

【嵯峨御流】

【勅使河原和風会】

【
専
心
池
坊
】

【龍生派】

【
そ
う
え
い
流
】

【蒼仙流】【巌松古流】【勅使河原会】

　

茶
道
体
験
が
開
か
れ
、
参
加
者
ら
は
、

講
師
が
丁
寧
に
点
て
た
お
茶
を
楽
し
み

ま
し
た
。

▲



イ
メ
ー
ジ
し
た
庭
園
が
造
ら
れ
、

多
く
の
方
が
見
学
に
訪
れ
ま
し
た
。

　

２
日
に
は
、
市
民
会
館
前
の
特

設
ス
テ
ー
ジ
で
、
鹿
児
島
県
連
合

華
道
会
の
方
々
と
種
子
島
在
住

の
華
道
関
係
者
の
方
々
を
講
師

に
「
い
け
ば
な
体
感
教
室
」
が
開

か
れ
、
多
く
の
方
が
参
加
し
ま
し

た
。
表
千
家
春
秋
会
種
子
島
支
部

は
「
茶
道
体
験
」
を
開
催
し
、
子

ど
も
か
ら
大
人
ま
で
、
華
道
、
茶

道
を
身
近
に
感
じ
る
こ
と
が
で
き

る
良
い
機
会
に
な
り
ま
し
た
。

　

舞
台
会
場
で
は
、
キ
ッ
ズ
コ
ン

シ
ェ
ル
ジ
ュ
が
と
っ
て
も
か
わ
い

い
「
ぐ
り
ぶ
ー
ダ
ン
ス
」
を
披
露

し
、
訪
れ
た
観
客
に
国
民
文
化
祭

を
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

　

と
う
と
う
、
国
民
文
化
祭
ま
で

１
年
を
切
り
ま
し
た
。

　

国
民
文
化
祭
に
向
け
て
、
み
ん

な
で
盛
り
上
が
っ
て
行
き
た
い
で

す
ね
。

【草意流】【大和池坊】【専正池坊】【新池坊】

【文人流】

【草月流】

【心潮派】

【小原流】 【池坊】

　

す
こ
や
か
会
場
で
は
、
池
坊
す
み
れ

会
や
生
花
「
草
月
流
」
愛
好
会
な
ど
の

作
品
が
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

▲

　多くの参加者がいけばなに挑戦し、貴重な体
験を楽しみました。



ま・ち・の・わ・だ・い

ま・ち・の・わ・だ・い

11
8

111
88

10
24

1000
22224

か
わ
い
い
軽
ト
ラ
ッ
ク
を

見
か
け
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

▲

種目 優勝 準優勝 ３位
校区対抗団体 国　上 住　吉 榕城Ａ

個
人

小学３年 迫田　桜叶
（榕城）

石山　昴
（下西）

上妻　大心
（下西）

小学４年 沖田　楓
（安納）

伊豆元　優寿
（住吉）

榎本　太陽
（現和）

小学５年 木原　将人
（住吉）

奥﨑　大希
（国上）

德永　卓也
（榕城）

小学６年 戸川　大夢
（国上）

村永　祐晟
（榕城）

安本　吏玖
（榕城）

中学１年 吉元　倫
（下西）

濱上　大成
（住吉）

荒河　翼
（国上 )

中学２年 山本　青空
（住吉）

上妻　秀平
（榕城）

柳野　翔也
（国上）

中学３年 濱上　大河
（住吉）

德田　海征
（榕城）

進藤　礼恩
（国上）

一般の部 宮内　一嘉
（安納）

園田　和樹
（現和）

中村　翔太
（現和）

※１位～ 3位のみ、敬称略　※（  ）内は出場校区



ま・ち・の・わ・だ・い

ま・ち・の・わ・だ・い

9
2
99
222

▲中目和老会の皆さん
浦添　助苗さん
▲

10
26

1000
222266

10
25

1000
22225

式
辞
を
述
べ
る
中
割
区
長

　
　
　
　

奈
尾　

正
友
さ
ん

▲

11
9

1111
99

10
31

1000
33331



ま・ち・の・わ・だ・い

ま・ち・の・わ・だ・い

10
19

100
11119

10
25

100
22225

11
7

11
77

10
21

1000
22221



ま・ち・の・わ・だ・い

ま・ち・の・わ・だ・い

から芋（皮をむいたもの）………　80 ｇ
でん粉　　　　　　　　　………　30 ｇ
塩　　　　　　　　　　　………　小さじ 1
にら　　　　　　　　　　………　25 ｇ

だし汁　　　　　　　　　………　3カップ
塩　　　　　　　　　　　………　小さじ 1/2
薄口醤油　　　　　　　　………　小さじ１
干し椎茸　　　　　　　　………　4枚

①から芋は皮をむき、あく抜きをする。
②あく抜きが出来たら芋を煮上げる。
③煮上げた芋をよくくずして、でん粉を入れてよく突き混ぜる。
④にらは、みじん切りにして、③に塩、にらを入れ、混ぜる。それを適当な大きさに丸めて煮上げる。
⑤だし汁に塩、薄口醤油で味を調え、水で戻した干し椎茸、いもんせん（団子）を入れて出来上がり。

10
24

1000
22224

10
28

1000
22228

10
19

100
111199



　

11
月
1
日
（
土
）・
2
日
（
日
）
に
第
43
回
西
之
表
市
民
文
化
祭
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
２
日
間
に
わ
た
り
市
内
各
団
体
に
よ
る
舞
台
発
表

が
行
わ
れ
、
美
し
い
演
技
や
演
奏
に
観
客
か
ら
は
大
き
な
拍
手
が
送
ら

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
２
日
目
に
開
催
さ
れ
た
式
典
で
は
、
文
化
功
労
賞

の
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

西
之
表
市
自
主
文
化
事
業
「
楠
声
会
合
唱
団
演
奏
会
」
開
催
！

み
ん
な
よ
ろ
〜
て
い
き
い
き
元
気
ア
ッ
プ
！

　

10
月
23
日
（
木
）
に
市
民
会
館
で
寿
大
学
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今

回
の
テ
ー
マ
は
「
健
康
に
つ
い
て
」。
市
役
所
健
康
保
険
課
高
齢
者
支

援
室
の
佐
々
木
真
紀
子
氏
を
招
き
「
み
ん
な
よ
ろ
〜
て
い
き
い
き
元
気

ア
ッ
プ
！
」
の
演
題
で
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
元
気
で
長
生
き
す
る

た
め
に
は
「
介
護
予
防
」
を
心
が
け
た
生
活
を
送
る
こ
と
が
大
切
で
、

そ
の
中
で
も
筋
力
を
つ
け
る
こ
と
が
と
て
も
大
切
な
こ
と
で
す
。
い
く

つ
に
な
っ
て
も
筋
力
は
ア
ッ
プ
す
る
と
い
う
こ
と
で
、
講
演
の
後
に
は
、

市
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協
会
の
皆
さ
ん
か
ら
簡
単
な
体
操
を
教
わ
り
、

楽
し
く
体
も
動
か
し
ま
し
た
。

→
市
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

　

協
会
の
み
な
さ
ん

第
43
回　

西
之
表
市
民
文
化
祭　

開
催
！

☆
介
護
予
防
っ
て
何
？

→
市
健
康
保
険
課

　

佐
々
木　

真
紀
子
氏

①
要
介
護
状
態
に
な
る
こ
と
を
で
き
る

限
り
防
ぐ
（
＝
発
生
を
予
防
す
る
）

②
要
介
護
状
態
で
あ
っ
て
も
状
態
が
そ

れ
以
上
悪
化
し
な
い
よ
う
に
す
る
。

（
＝
維
持
・
改
善
を
図
る
）

児
童
た
ち
と
楽
し
い
交
流

　

10
月
22
日
（
水
）
に
伊
関
小
学
校
で

伊
関
高
齢
者
学
級
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

始
め
に
、
児
童
た
ち
が
素
晴
ら
し
い

歌
と
演
奏
を
披
露
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、

体
育
館
で
は
し
め
縄
作
り
、
家
庭
教
室

で
は
つ
の
巻
き
作
り
を
行
い
ま
し
た
。

児
童
た
ち
は
普
段
体
験
で
き
な
い
作
業

に
苦
戦
し
て
い
ま
し
た
が
、
高
齢
者
学

級
生
に
手
を
借
り
な
が
ら
楽
し
く
作
り

上
げ
て
い
ま
し
た
。
高
齢
者
学
級
生

も
、
児
童
た
ち
と
過
ご
す
楽
し
い
時
間

は
「
あ
っ
と
い
う
間
だ
っ
た
」
と
笑
顔

で
交
流
会
を
振
り
返
っ
て
い
ま
し
た
。

☆
元
気
づ
く
り
の
秘
訣
！

①
筋
力
を
つ
け
ま
し
ょ
う
！

②
食
べ
る
こ
と
を
大
切
に
し
ま
し
ょ
う
！

③
口
腔
機
能
（
噛
む
・
飲
み
込
む
・
話
す

　

な
ど
）
を
高
め
ま
し
ょ
う
！

④
閉
じ
こ
も
り
を
予
防
し
ま
し
ょ
う
！

⑤
認
知
症
を
予
防
し
ま
し
ょ
う
！

⑥
「
う
つ
」
を
予
防
し
ま
し
ょ
う
！

【
文
化
功
労
賞
受
賞
者
】

●
個
人
表
彰

・
中
野　

ス
エ
子
さ
ん

 （
池
坊
「
す
み
れ
会
」）

　

・
西　

重
成
さ
ん

　
（
天
翔
流
「
輝
成
会
」）　

●
団
体
表
彰

　

・
あ
か
お
ぎ
民
謡
研
究
会

　

・
西
之
表
市
民
合
唱
団
「
コ
ー
ル
わ
か
さ
」

　

10
月
26
日
（
日
）
に
市
民
会
館
ホ
ー
ル

に
て
、
楠
声
会
合
唱
団
演
奏
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
78
念
振
り
と
な
っ
た
種
子
島

で
の
公
演
は
55
名
の
団
員
に
よ
る
重
厚
な

歌
声
で
ホ
ー
ル
を
包
み
込
み
ま
し
た
。

　

演
奏
会
に
は
、西
之
表
市
民
合
唱
団
コ
ー

ル
わ
か
さ
の
参
加
も
あ
り
、
素
晴
ら
し
い

ハ
ー
モ
ニ
ー
を
披
露
し
、
演
奏
会
を
さ
ら

に
盛
り
立
て
る
演
出
と
な
り
ま
し
た
。

【
し
め
縄
作
り
】

【
つ
の
巻
き
作
り
】



　

西
之
表
市
鳥
獣
対
策
協
議
会
で
は
、
し
か
被
害
の
対
策
と
し
て
、
地
域

ぐ
る
み
で
侵
入
防
止
柵
（
電
気
柵
、
金
網
柵
等
）
の
設
置
を
希
望
す
る
農

家
を
対
象
に
し
た
補
助
事
業
の
説
明
会
を
左
記
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

併
せ
て
、
来
年
度
（
平
成
27
年
度
）
事
業
の
申
請
受
付
を
行
い
ま
す
。

【
説
明
会
】

　

開
催
日
：
12
月
22
日
（
月
）
午
後
７
時
〜

　

場　

所
：
市
民
会
館
３
階
会
議
室

【
申
込
受
付
】

　

受
付
期
間
：
12
月
24
日
（
水
）
〜
平
成
27
年
１
月
20
日
（
火
）

　

※
期
日
厳
守

【
申
込
用
紙
及
び
申
込
先
】

　

市
鳥
獣
対
策
協
議
会
事
務
局
（
市
役
所
農
林
水
産
課
林
務
水
産
係
内
）

【
申
請
要
件
】

　

①
受
益
農
家
が
、
３
戸
以
上
で
あ
る
こ
と
。（
共
同
に
よ
る
申
請
）

　

②
次
の
ア
、
イ
の
い
ず
れ
か
を
満
た
す
こ
と
。

　
　

ア
、
ほ
場
が
隣
接
し
、
同
一
種
類
の
柵
を
一
体
的
に
整
備
・
管
理
で

　
　
　
　

き
る
こ
と
。

　
　

イ
、
同
一
集
落
又
は
近
隣
集
落
内
に
居
住
し
、
同
一
校
区
内
に
ほ

　
　
　
　

場
が
あ
る
こ
と
。

　

③
市
税
に
滞
納
が
な
い
こ
と
。（
申
請
時
に
納
税
証
明
書
を
添
付
）

■
問
い
合
わ
せ
先

　

市
役
所
農
林
水
産
課
林
務
水
産
係

　

℡
２
２
‐
１
１
１
１
内
線
２
４
４

鳥
獣
被
害
対
策
（
し
か
侵
入

防
止
柵
設
置
）
事
業
説
明
会

の
お
知
ら
せ

しか被害をストップ！

　市では、学校給食センター「のびっ子」の
平成 27 年度学校給食用物資納入業者を次のと
おり募集します。

■問い合わせ先
　市立学校給食センター「のびっ子」
　℡ 23‐5661

学校給食用物資
納入業者を募集します

【
納
入
業
者
指
定
条
件
】

①
保
健
所
の
営
業
許
可
が
あ
る
こ
と
。

　
（
営
業
許
可
証
の
提
出
。
た
だ

　

し
、
地
元
生
産
者
は
除
く
。）

②
市
税
を
完
納
し
て
い
る
こ
と
。

　
（
市
税
完
納
証
明
書
の
提
出
）

③
市
場
取
引
が
確
立
さ
れ
て
い
る

　

こ
と
。（
た
だ
し
、
地
元
生
産

　

者
は
除
く
。）

④
冷
蔵
・
冷
凍
設
備
が
完
備
さ
れ

　

て
い
る
こ
と
。（
肉
類
・
魚
介
類
・

　

冷
凍
食
品
等
の
保
管
）

⑤
１
回
に
最
大
１
６
０
０
人
分
程

　

度
の
納
品
が
で
き
る
こ
と
。

⑥
電
話
が
設
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

⑦
従
業
員
の
検
便
証
明
が
学
期
に

　

１
回
提
出
で
き
る
こ
と
。

⑧
計
量
器
を
２
基
以
上
所
有
し
て

　

い
る
こ
と
。

⑨
自
動
車
を
所
有
し
、
物
品
を
納

　

品
で
き
る
こ
と
。
た
だ
し
、
肉

　

類
・
魚
介
類
・
冷
凍
食
品
等
に

　

つ
い
て
は
、
保
冷
能
力
の
あ
る

　

運
搬
車
を
所
有
し
て
い
る
こ
と
。

⑩
使
用
当
日
に
、
７
時
30
分
か
ら

　

８
時
30
分
ま
で
に
納
品
で
き
る

　

こ
と
。
品
目
に
よ
っ
て
は
指
定

　

し
た
時
間
帯
に
従
っ
て
納
品
で

　

き
る
こ
と
。

【
指
定
納
入
品
目
】

　

肉
類
、
ハ
ム
・
ベ
ー
コ
ン
類
、

魚
介
類
、
練
製
品
、
卵
、
豆
腐
類
、

野
菜
・
果
物
類
、
調
味
料
、
こ

ん
に
ゃ
く
、
麺
類
、
一
般
物
資
、

冷
凍
食
品
（
凍
菜
）、
も
や
し
類
、

乳
製
品
、
乾
物
、
油

【
応
募
方
法
】

　
「
学
校
給
食
用
物
資
納
入
業
者

指
定
願
」
等
の
必
要
書
類
を
給

食
セ
ン
タ
ー
に
準
備
し
て
い
ま

す
の
で
、
関
係
す
る
証
明
書
を

添
え
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

【
提
出
期
限
】

　

12
月
24
日
（
水
）

　
　
　
　

午
後
5
時
15
分
ま
で



■問い合わせ先
　西之表市地域包括支援センター
　（市役所健康保険課高齢者支援室）
　℡ 23‐5225

■問い合わせ先
　西之表市地域包括支援センター
　（市役所健康保険課高齢者支援室）
　℡ 23‐5225

国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
経
済
的
に
難
し
い
と
き

　

〜
保
険
料
免
除
制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
〜

　
所
得
が
少
な
い
な
ど
、
保
険
料
を
納

め
る
こ
と
が
難
し
い
場
合
は
、
未
納
の

ま
ま
に
し
な
い
で
「
国
民
年
金
保
険
料

免
除
・
納
付
猶
予
制
度
等
」
の
手
続
き

を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

保
険
料
免
除
や
納
付
猶
予
に
な
っ
た

期
間
は
、
年
金
の
受
給
資
格
期
間
（
25

年
）
に
算
入
さ
れ
ま
す
。

手
続
を
す
る
メ
リ
ッ
ト

　

全
額
免
除
の
場
合
、
保
険
料
を
免
除

さ
れ
た
期
間
の
分
は
、
老
後
、
年
金
を

受
け
取
る
際
に
国
庫
分
（
半
分
）
を
受

け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

保
険
料
免
除
・
納
付
猶
予
中
は
、
障

害
の
状
態
や
死
亡
と
い
っ
た
不
慮
の
事

態
が
発
生
し
た
場
合
の
公
的
年
金
受
給

の
た
め
の
受
給
資
格
期
間
へ
算
入
さ
れ

ま
す
。

老齢基礎年金
障害基礎年金
遺族基礎年金

受給資格期間への算入
受給資格期間
への算入 年金額への反映

納　　付 ○ ○ ○
全額免除 ○ △（※1） ○
一部納付 ○ △（※2） ○

若年者納付猶予
学生納付特例 ○ × ○
未　　納 × × ×

※1　平成 21 年 3月分までは全額納付した場合の 3分の１が支給されます。
※2　一部納付の認証を受けている期間については、一部納付の保険料を納
　　付していることが必要です。納付額により反映する年金額は変わります。

　

第
１
回
「
た
お
れ
ん
か
ら
だ
（
介
護
予
防
）
サ
ポ
ー
タ
ー
初
級
」
の
養
成
講
座

を
10
月
に
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
全
４
回
の
養
成
講
座
で
、
受
講
者
に
高
齢
者
の
寝
た

き
り
を
予
防
す
る
た
め
の
健
康
教
室
な
ど
、
地
域
で
行
う
健
康

教
育
で
活
躍
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
介
護
予
防
に
必
要
な
知
識
（
転
倒
予
防
・
低
栄
養

予
防
・
口
腔
機
能
低
下
予
防
・
認
知
症
予
防
な
ど
）
の
学
習
と

転
倒
予
防
体
操
や
口
腔
体
操
な
ど
の
実
技
に
取
り
組
み
、
６
名

の
介
護
予
防
サ
ポ
ー
タ
ー
が
誕
生
し
ま
し
た
。

　

介
護
予
防
サ
ポ
ー
タ
ー
は
、
今
後
、
各
地
域
で
の
活
躍
が
期

待
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
第
２
回
た
お
れ

ん
か
ら
だ
サ
ポ
ー
タ
ー
初

級
養
成
講
座
を
12
月
４
日

（
木
）
か
ら
開
催
し
ま
す
。

　

高
齢
者
の
健
康
づ
く
り

に
ご
協
力
い
た
だ
け
る
方

は
、
ぜ
ひ
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
に
お
申
込
み
く
だ
さ

い
。 た

お
れ
ん
か
ら
だ
（
介
護
予
防
）
サ
ポ
ー
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

初
級
養
成
講
座
を
開
催



は
や
ぶ
さ
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
導
入

　

小
惑
星
探
査
機

「
は
や
ぶ
さ
」
の
操

作
を
体
験
で
き
る

「
は
や
ぶ
さ
シ
ミ
ュ

レ
ー
タ
」
が
宇
宙

科
学
技
術
館
に
導

入
さ
れ
ま
し
た
。

数
々
の
困
難
を
乗
り
越
え
、
小
惑
星
イ

ト
カ
ワ
か
ら
微
粒
子
を
持
ち
帰
っ
た
は

や
ぶ
さ
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
体
験
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

は
や
ぶ
さ
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ

　
　
　
　

チ
ャ
レ
ン
ジ
ミ
ッ
シ
ョ
ン

☆
人
工
衛
星
の
打
上
げ

　

打
上
げ
の
速
度
や
方
角
、
衛
星
が
投

入
さ
れ
る
軌
道
を
考
え
よ
う
。

☆
地
球
ス
イ
ン
グ
バ
イ

　

地
球
の
重
力
を
利
用
し
て
軌
道
を
変

更
す
る
ス
イ
ン
グ
バ
イ
に
挑
戦

☆
タ
ッ
チ
ダ
ウ
ン

　

時
間
差
の
あ
る
距
離
で
、
小
惑
星
イ

ト
カ
ワ
に
着
陸
で
き
る
か
挑
戦

☆
通
信
途
絶
か
ら
の
回
復

　

は
や
ぶ
さ
と
通
信
が
途
絶
え
て
か

ら
、
通
信
を
回
復
で
き
る
か
挑
戦

わ
く
わ
く
宇
宙
図
書
室
開
設

　

宇
宙
に
関
連
す
る
本
を
読
め
る
図
書

コ
ー
ナ
ー
「
わ
く
わ
く
宇
宙
図
書
室
」

を
設
け
ま
し
た
。
場
所
は
宇
宙
科
学
技

術
館
の
情
報
セ
ン
タ
ー
で
、
全
面
ガ
ラ

ス
張
り
の
宇
宙
セ
ン
タ
ー
が
見
渡
せ
る

景
色
の
よ
い
部
屋
で
す
。

　

ま
だ
本
の
数
は
少
な
い
で
す
が
、
順

次
増
や
し
て
い
く
予
定
で
す
。

【
図
書
の
紹
介
】

●　

日
本
ロ
ケ
ッ
ト
物
語

●　

日
の
丸
ロ
ケ
ッ
ト
進
化
論

●　

人
工
衛
星
の
ひ
み
つ

●　

世
界
一
わ
か
り
や
す
い
ロ
ケ
ッ
ト
の

は
な
し

●　

宇
宙
っ
て
面
白
い
の
？　
　

他

☆
大
気
圏
再
突
入

　

地
球
に
帰
還
す
る
大
気
圏
突
入
方
法

を
知
ろ
う

架
空
請
求
・
不
当
請
求
と
は
？

　

あ
る
日
突
然
、
メ
ー
ル
や
は
が

き
、
封
書
な
ど
で
請
求
書
が
届
き
、

お
金
を
要
求
さ
れ
る
の
が
、
架
空

請
求
・
不
当
請
求
で
す
。
一
度
も

利
用
し
た
事
が
な
い
の
に
登
録
料

な
ど
請
求
さ
れ
る
の
が
「
架
空
請

求
」。
無
料
だ
と
思
っ
て
利
用
し
た

サ
イ
ト
か
ら
思
わ
ぬ
高
額
な
利
用

料
金
を
請
求
さ
れ
た
場
合
を
「
不

当
請
求
」
と
言
い
ま
す
。

手
口
の
紹
介

そ
の
１　

携
帯
電
話
や
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
に
、
身
に
覚
え
の
な
い
情

報
サ
イ
ト
の
利
用
料
金
を
請
求
す

る
メ
ー
ル
が
届
き
、「
支
払
わ
な
い

場
合
は
法
的
措
置
を
と
る
」「
身
辺

調
査
を
し
て
回
収
に
行
く
」
な
ど

と
、
不
安
を
あ
お
る
よ
う
な
内
容

が
書
い
て
あ
っ
た
。

そ
の
２　

無
料
と
謳
っ
て
あ
る
ア

ダ
ル
ト
サ
イ
ト
に
ア
ク
セ
ス
し
、

年
齢
確
認
画
面
で
「
18
歳
以
上
」

を
ク
リ
ッ
ク
し
た
ら
、
い
き
な
り

「
登
録
完
了
」
に
な
り
高
額
な
利
用

料
金
を
請
求
さ
れ
た
。

そ
の
３　

無
料
の
占
い
サ
イ
ト
に

登
録
し
た
ら
、
い
つ
の
間
に
か
出

会
い
系
サ
イ
ト
に
登
録
さ
れ
て
い

た
。
そ
の
後
、
高
額
な
登
録
料
を

請
求
す
る
メ
ー
ル
が
届
い
た
。

ひ
と
こ
と
ア
ド
バ
イ
ス

●
利
用
し
て
い
な
け
れ
ば
支
払
わ

な
い
。
身
に
覚
え
の
な
い
、
全
く

根
拠
の
な
い
請
求
は
、
支
払
う
必

要
は
あ
り
ま
せ
ん
。無
視
し
ま
し
ょ

う
。

●
自
分
か
ら
は
連
絡
し
な
い
。
連

絡
す
る
と
、
電
話
番
号
な
ど
の
個

人
情
報
を
知
ら
れ
て
し
ま
う
お
そ

れ
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
個
人
情
報

を
使
っ
て
新
た
な
請
求
を
さ
れ
る

事
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

●
悪
質
な
場
合
は
警
察
に
連
絡
を
。

請
求
内
容
が
明
ら
か
に
不
当
で
、

し
つ
こ
く
脅
迫
的
な
取
り
立
て
の

場
合
は
、
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
や

警
察
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

手
口
を
知
っ
て
悪
質
商
法
を
撃
退
し
よ
う
・
・
・
！



（
寄
付
者
名
）

（
住
所
）

（
故
人
名
）

中
川　

徹

鴨
女
町

中
川　

順
市

河
本　

真
由
美
若
宮

河
本　

和
昭

濱
上　

幸
十

上
能
野

濱
上　

ミ
キ

有
馬　

寛
治

東
町

有
馬　

大
吉

小
川　
　

今
年
川

小
川　

フ
ミ

池
亀　

寛
治

小
牧

池
亀　

貴
美
子

（
出
生
児
）
（
性
別
）

（
父
）

（
母
）

（
住
所
）

上
妻　

柚ゆ

な菜

女

俊
介

聡
美

野
首

下
村　

あ
か
り

女

健
一

さ
つ
き
野
木
平

三
宅　

縁
え
に
し

男

竜
二

泰
子

朝
日
が
丘

宇
野　

碧
あ
お
い

女

八
岳

裕
未

生
姜
山

赤
木　

來く
る
み夢

女

輝

あ
ず
さ
松
畠

木
之
下　

愛あ
の
ん音

女

祐
馬

え
り

鹿
児
島
市

舩
元　

壮そ
う
た
ろ
う

太
郎

男

聡

千
亜
紀
西
町

皆
川　

陸り
く

男

茂
一

圭
子

い
ち
き
串
木
野
市

折
口　

日ひ

な和

女

和
史

さ
や
か
庄
司
浦

石
堂　

晃こ
う
し
ん進

男

晃
補

真
紀

中
西

校区 男 女 計 世帯数
榕城 3861 4338 8199 3965
上西 251 286 537 285
下西 1075 1233 2308 1151
国上 588 653 1241 628
伊関 206 217 423 208
安納 207 222 429 223
現和 662 682 1344 684
安城 156 169 325 179
立山 61 56 117 60
中割 52 50 102 62
古田 201 233 434 210
住吉 449 531 980 533

こ
の
た
び
は
、
社
協
に
香
典
返
し
及
び
一
般
と
し
て
ご

寄
付
を
賜
り
ま
し
て
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

ご
親
族
の
ご
芳
志
に
副
い
ま
す
よ
う
、
社
会
福
祉
の
た

め
に
役
立
た
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

［人口］
全体 16,439 人（＋       8）
男性   7,769 人（＋       4）
女性   8,670 人（＋       4）

［世帯数］
世帯（         0）

（　）内の数字は前月比

（
氏
名
）

（
年
齢
）
（
住
所
）

江
口　

セ
ツ
子

62

今
年
川

青
山　

ナ
ヘ

95

軍
場

西
門　

致

88

現
和
下
之
町

古
川　

ト
ミ

98

美
浜
町

日
髙　

ス
ミ
ヱ

93

小
牧

川
畑　

美
智
子

83

塰
泊

磯
邉　

直
喜

73

洲
之
崎

若
松　

マ
サ

86

里
之
町

井
元　

光
惠

76

松
畠

平
瀬　

ト
メ

97

納
曽

大
里　

正

77

形
之
山

椎
木　

ス
ミ
子

79

塰
泊

池
田　

幸
夫

84

洲
之
崎

西
川　

三
男

80

武
部

榎
本　

健
次

87

川
迎

山
成　

正

73

大
花
里

古
田　

秀
雄

90

浜
脇

山
路　

リ
ツ

86

現
和
苑

中
島　

貞
信

66

洲
之
崎

野
田　

淨
映

64

東
町

（
氏
名
）　 　
　
（
住
所
）

平
原　

大
成　
　
　

大
崎

　
　

＆

波
江
野　

美
穂　
　

川
迎

［火　災］
 出火件数　 0 件
 うち建物　 0 件
［救　急］
 出動件数　71件
 うち急病　51件

発生件数　26件
死 者　  0 人
負 傷 者　31人



ひ
と
時
の
夜
に
咲
く
花
美
し
く
朝
は
し
な
や
か
月
下
美
人
は

家
族
三
人
四
季
お
り
お
り
の
海
の
漁
思
い
出
と
な
り
夫つ

ま

と
祖
父
恋こ

う

孫
た
ち
に
何
を
贈
れ
ば
喜
ぶ
か
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
の
悩
み
は
深
し

手
を
握
れ
ば
笑
顔
で
応
え
る
叔
父
叔
母
も
傘
寿
と
な
り
て
こ
の
秋
迎
え
る

涼
求
め
川
辺
に
立
て
る
夕
間
暮
れ
水
は
静
か
に
海
へ
と
向
か
う

食
欲
の
秋
を
迎
え
て
夫め

お
と婦

酒
今
宵
飲
も
う
よ
生
き
る
幸
せ

独
り
暮
ら
し
背
中
に
貼
れ
ぬ
湿
布
薬
時
間
か
か
り
て
肩
が
凝こ

り
た
り

秋
の
夜
に
鳴
き
通
し
い
る
虫
の
声
遠
く
な
っ
た
り
近
く
な
っ
た
り

初
孫
が
吾
に
似
て
る
と
婿
が
言
う
心
の
内
で
二
コ
リ
と
笑
う

久
し
振
り
に
友
と
出
会
い
て
満
ち
足
り
ぬ
話
は
ず
み
て
時
を
忘
る
る

鹿
鳴
き
て
ス
ス
キ
の
そ
よ
ぐ
広
ら
野
に
ム
ナ
グ
ロ
群
れ
て
渡
り
来
る
馬
毛
島

細
腕
で
ぎ
こ
ち
な
く
と
も
二
坪
の
畑
に
種
蒔ま

く
秋
晴
れ
の
日
に

ち
り
め
ん
の
風
呂
敷
ひ
ろ
げ
馬
毛
島
を
つ
つ
む
ば
か
り
に
海
し
ず
か
な
り

ハ
イ
ネ
よ
り
あ
な
た
の
言
葉
が
聞
き
た
く
て
囁

さ
さ
や

い
て
い
た
二
十
代
の
頃

普
段
よ
り
靴
音
高
し
師し

わ
す走

か
な

雲
去
り
て
そ
っ
と
伸
び
ゆ
く
陽
足
か
な

大
阪
府
吹
田
市
・
石
橋　

卓
夫

わ
ら
び
苑
・
上
田
リ
ツ
子

鹿
児
島
市
・
大
山
貴
美
子

天
神
町
・
川
﨑　

正
子

鴨
女
町
・
桑
原　

房
子

現
和
苑
・
中
園　

末
盛

松
畠
・
永
野
惠
美
子

百
合
砂
苑
・
牧
瀬
マ
サ
子

上
能
野
・
福
元　

秀
義

納
曽
・
古
市　

律
子

納
曽
・
八
板　

俊
輔

上
古
田
・
山
下　

和
子

中
野
・
吉
原
三
保
子

が
じ
ゅ
ま
る
文
芸
教
室
・
さ
ち
こ

が
じ
ゅ
ま
る
文
芸
教
室
・
し
ほ
こ

が
じ
ゅ
ま
る
文
芸
教
室
・
ま
さ
と

区　分 島内産 島外産
入荷量 7トン 41 トン
48 トン （15％） （85％）
取引額 228 万円 763 万円
991 万円 （23％） （77％）

内　訳
入荷量 取引額 入荷量 取引額
（㎏） （千円） （㎏） （千円）

野
菜
類

根 菜 類 329 263 6,414 897
葉 茎 菜 類 178 98 10,538 2,069
果 菜 類 583 305 2,980 1,199
そ の 他 5,914 917 7,710 1,472
小 計 7,004 1,583 27,642 5,637

果
物
類

かんきつ類 5 1 7,144 566
果 瓜 類 0 0 22 2
そ の 他 60 10 5,742 1,148
小 計 65 11 12,908 1,716

鳥卵・加工品等 189 75 831 272

花　類
19,086

606
0

0
本 本

青
果
状
況
【
10
月
】

種
子
島
公
設
地
方
卸
売
市
場

℡
２
２
‐
０
２
１
６

野
菜
・
果
物
・
花
類
の
出
荷
を
ご
希
望
の
方
は
、

種
子
島
公
設
地
方
卸
売
市
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

《
12
月
の
休
み
》
３
日
・
７
日
・
10
日
・
14
日
・
21
日
・  　

　
　
　
　
　

  

23
日
・
31
日

2014 ＫＫＢふるさとＣＭ大賞
審査会に行ってきました★
今年の作品は『スイッチ』
是非、ご覧ください。

○

○



まちのわだい


